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１.組織の概要

事業所名　　　　柴崎工業　株式会社

代表者氏名　　柴崎　太一

環境管理責任者・担当者及び連絡先　

環境管理責任者　　 柴崎　務 　

担当者　　　　　　　　 戸田　尚刀

連絡先　　　　　　　　〒210-0015　　神奈川県川崎市川崎区南町20番３号 川崎ビル5F

Ｔｅｌ＆Ｆａｘ　　　　　　044-211-1601

Ｅ－ｍａｉｌ　　　　　　　shiba@mars.plala.or.jp

所在地

本社　〒210-0015　　神奈川県川崎市川崎区南町20番３号 川崎ビル5F

事業内容　　　　建築工事、防水工事、塗装工事

事業の規模　2021年度（2021年9月～2022年8月） (前年度１年間の売上）

売上額　　　　　　　　212百万円

従業員数　　　　　　　8名

事務所床面積 54.12㎡

２.対象範囲
（1）認証・登録対象組織　

柴崎工業 株式会社　本社

（2）認証・登録対象活動

建築工事、防水工事、　塗装工事



 

（回覧ルート）

社長→全部門責任者、環境管理責任者

改訂履歴

改訂月日 承認 作成者

2022/11/1 柴崎 戸田

　 　

従業員
１．環境方針を理解し、部門の環境活動計画に従って活動する。
２．下請等の協力会社作業員も簡単な教育、指示に従って活動する。

改訂数 改訂理由

1 代表者変更　

EA21事務局

１．環境管理責任者の補佐、EA21推進事務局
２．環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
３．環境目標、環境活動計画書原案の作成
４．環境活動の実績集計、環境関連法規等取りまとめ表の作成
５．環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
６．環境関連の外部コミュニケーションの窓口、環境活動レポートの作成

部門責任者

１．自部門における環境経営システムの実施、環境方針の周知、従業員に対する教育
　　訓練の実施、自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
２．自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
３．特定された項目の手順書作成及び運用管理
４．自部門の特定された緊急事態への対応の手順書作成、テスト、訓練を実施し記録を作成
５．自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施
６．建設現場の作業員への簡単な教育（騒音、振動、廃棄物、省エネ、省資源、緊急時対応）、指示
　　＊下請等の協力会社作業員含む

　 　

作成　　　2021年08月23日

役割・責任・権限

代表者

１．環境管理責任者の任命
２．環境方針の制定
３．環境経営システムの実施および管理に必要な資源の準備
４．環境経営システムの定期的見直しの実施
５．社内情報の外部公開可否決定

環境管理責任者

１．環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善
２．社長への環境経営システムの実施状況報告
３．推進機関であるＥＡ２１ＥＭＳの事務局の責任者として事務局運営
４．それぞれの業務・役割に応じ、必要な教育訓練を適切に計画・実施する
５．関連法規の取りまとめ表の維持管理、遵守徹底
６．環境関連文書及び記録の作成・整理

実施体制及び責任･権限表

代表者

柴崎 太一

環境管理責任者

柴崎 務

ＥＡ２１事務局
池田 卓也 戸田 尚刀

工事部門責任者



４.環境経営方針

環境経営方針

基　本　理　念

柴崎工業株式会社は事業活動の環境負荷を認識し、

地域の豊かな自然を次世代に伝えます。

そのために従業員一同は環境問題の基礎的知識を高め、

循環型社会の構築と地球温暖化防止の活動に継続的に取組みます。

行　動　指　針

1. 当社の事業活動による環境負荷削減を実行する為に、下記の

行動指針を定め全従業員で取り組みます。

 ①　電力・化石燃料の節減による、二酸化炭素排出量の削減

 ②　節水による水使用量の削減

 ③　廃棄物の発生抑制、削減、リサイクル促進

 ④　地域の工事における環境配慮型工法の促進

 ⑤　地域貢献活動の推進

2. 環境関連法規・条例・その他規制を遵守する。

3．環境経営の活動は、継続的改善を実施します。

4. 全従業員にこの環境方針を周知します。

2021年4月1日

　　　　柴崎工業株式会社　　代表取締役　　柴崎　太一

　　



（2020年度） （10～12月）
2021年度
3ヶ月 2021 年度 2023

基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2 ％削減

5,606 1,206

kWh／年 kWh／3ヶ月

基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2 ％削減

2,166 750

kWh／年 kWh／3ヶ月

基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2 ％削減

7,772 1,956

kWh／年 kWh／3ヶ月

年間消費量 3ヶ月消費量 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2 ％削減

3,587 839

3,266 1,703

6,853 2,542

20,338 7,243

kg-CO2 kg-CO2

基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2 ％削減

459 114

L／年 L／3ヶ月

基準値に対し 5 ％削減 基準値に対し 10 ％削減 基準値に対し 15 ％削減 基準値に対し 15 ％削減

66 66

％／年 ％／3ヶ月

基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 1 ％削減

70 20

㎥／年 ㎥／3ヶ月

34.36 2.18

kg／年 kg／3ヶ月

20 6

件／年 件／3ヶ月

適正管理 適正管理 適正管理

代替製品の調査 代替製品の調査 代替製品の調査 代替製品の調査

kg/年 kg/年 kg/年kg／3ヶ月

適正管理

※二酸化炭素排出係数は
－平成29年度実績－令和元年7月修正東京電力エナジーパートナー調整後排出係数0.462 Kg-CO2/kWh使用

22.0

L／年以下

19,932

kg-CO2／年以下

450

L／年以下

3,201

L／年以下

3,515

L／年以下

2022

kWh／年以下

2,123

kWh／年以下

7,617

kWh／年以下

5,494

件／年

21.0

件／年

5 環境配慮施工推進

環境配慮施工

6.0 21.0

件／3ヶ月 件／年

4
化学物質(PRTR物質）使
用量の適正管理及び代替

製品の調査

3 水使用量の削減

73

2
廃棄物排出
量の削減

一般廃棄物
排出量
の削減

69.3

㎥／3ヶ月以下 ㎥／年以下 ㎥／年以下

76

69.3

㎥／年以下

69 76

％／3ヶ月 ％／年

水道使用量

19.8 69.3

454 450

L／3ヶ月以下 L／年以下 L／年以下

一般廃棄物排出量

113

再資源化率
の向上

再資源化率

二酸化炭素排出量総量
7,171 20,135 19,932

kg-CO2／3ヶ月以下 kg-CO2／年以下 kg-CO2／年以下

化石燃料合計
化石燃料合計<L> 2,516 6,784 6,716

L／3ヶ月以下 L／年以下 L／年以下

6,716

L／年以下

現場
(発電機）

軽油　<L> 1,686 3,233 3,201

L／3ヶ月以下

軽
油

2.58
L／年以下

3,515

L／3ヶ月以下 L／年以下 L／年以下

ガ
ソ
リ
ン

事務所
ガソリン <L>

2.32
830 3,551

kWh／年以下

1,936 7,694 7,617

kWh／3ヶ月以下 kWh／年以下 kWh／年以下

5,494

kWh／3ヶ月以下 kWh／年以下 kWh／年以下

743 2,144 2,123
現場

電力使用量

合計

電力使用量

1,194 5,550

kWh／3ヶ月以下 kWh／年以下

年　度　目　標

（10～
12月） 年度 年度

1

二酸化
炭素排
出量の
削減

電
力

事務所

電力使用量

0.462

適正管理

５.経営目標

Ｎｏ 環境方針・目標項目
基準値

CO2
換算係数



2022年度 2022年度

基準値に対し 2 ％削減

基準値に対し 2 ％削減

基準値に対し 2 ％削減

基準値に対し 2 ％削減

○

基準値に対し 2 ％削減

基準値に対し 7 ％向上

基準値に対し 2 ％削減

※〇：目標達成、×目標未達

６.環境計画と実績、取組結果と
　　　　　　　　　　その評価及び次年度の取組内容

評価及び次年度の
取り組み内容

現場数が少なかったことに
より、事務所の電気使用量
が例年より増加した。今後
とも左記の施策の徹底を図
る。

左記の取り組みに加えて現場での
電力使用期間が短かったことによ
り、電気使用量が例年より減少し
た。今後とも施策の徹底を図る。

上記記載と同等

達成
区分

合計

☓

○

○7,617 6,705

（2020年度）

5,606

環境活動計画

電力使用量

278

15,011

・照明の間引き
・パソコン管理（電源Off）の
適正化
・エアコン温度設定最適化

・照明の間引き（1０％）

・パソコン管理（電源Off）の適
正化

○86

kWh／年

L／年

68.6

○

○

○

450

○

L／年L／年

1,681

・アイドリングストップの実行
・夏季以外のカーエアコンの抑制

kg-CO2／年

19,932

kg-CO2／年

2.58
今後とも施策の徹底を図
る。

上記記載と同等

上記記載と同等

今後も分別の細分化・分別
の徹底を実施する。

現場作業での水の使用はな
かった。現場での水使用時
は配管等の水漏れのチェッ
クして作業する。

☓

0.0

元請ではない鉄部塗装工事の現場が多
く水性塗料の使用量が少なかった。結
果、前年より使用量が増加した。今後
も継続して適正管理を行っていく。

今後も継続して左記の施策
を徹底していく。又代替製
品の調査も継続実施する。

件／年

○

☓

8.0

※二酸化炭素排出係数は
－平成29年度実績－令和元年7月修正東京電力エナジーパートナー調整後排出係数0.462Kg- CO2/kWh使用

5 環境配慮施工推進

環境配慮施工
・対象環境配慮施工の特定
・環境配慮施工の新規開発

20.0

左記の取り組みに加えて電車等の公共
交通機関の利用を促進したことによ
り、電気使用量が例年より減少した。
今後とも施策の徹底を図る。

件／年

㎥／年㎥／年

今後とも施策の徹底を図
る。

4

kg／年 kg／年

20

件／年

3 水使用量の削減

・適正管理
・替製品の調査

化学物質(PRTR物質）使
用量の適正管理及び代

替製品の調査

塗料有機溶使用量

・節水の明示
・元栓絞込み
・配管水漏れチェック

㎥／年

kg／年

61.83

水道使用量

・分別の細分化
・分別の徹底 73

二酸化炭素排出量総量

・一般廃棄物の分別
・紙類のリサイクル

20,338

再資源化率
の向上

再資源化率

6,853

2
廃棄物排出
量の削減

一般廃棄物
排出量
の削減

一般廃棄物排出量

・電力、化石燃料使用量の削
減・低公害車

・低燃費車の導入検討

・管理（ON・Off）の適正化

％／年

化石燃料合計
化石燃料合計<L>

現場
(発電機）

軽油　<L>軽
油

459

kg-CO2

4,946

L／年

6,716

3,201

L／年 L／年

事務所
ガソリン <L>

2.32
3,515 3,265

L／3ヶ月以下 L／3ヶ月

Ｎｏ 環境方針・目標項目

基準値

5,494

kWh／年

1

二酸化
炭素排
出量の
削減

電
力

CO2
換算係数

ガ
ソ
リ
ン

現場

電力使用量

5,787

kWh／年

kWh／年

事務所

電力使用量

・エアコン温度設定最適化 kWh／年

0.462

目　標 実績

2,123 918

kWh／年

（1～
12月）

（1～
12月）

2,166

7,772

3,587

3,266

kWh／年

kWh／年

kWh／年

年間消費量

61.83 98.42

L／年

％／年

66

70

適正管理 適正管理

％／年



７．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無
適用される主な環境関連法規等は次のとおりである。

環境関連法規等の遵守状況を確認し評価した結果、環境関連法規等への違反・訴訟はあり

ませんでした。なお、関係当局よりの違反等の指摘は過去3年間ありません。

8.代表者による全体評価と見直しの結果・指示

（１）全体評価
 エコアクション２１を構築し、初の１年間の運用期間を経て目標の達成状況、計画の実施状況及
び 法規等の遵守状況を見る限り、十分とは言えないものの主要な環境活動は概ね実施できた。
従って環境方針は変更しないが、活動テーマによっては改善の余地が残されており、今後社員
が一丸となってシステムの充実と改善に取り組んでほしい。

 （２）見直しの結果
①二酸化炭素の排出では、電力使用量の削減は合計値では目標を達成したが、事務所での使
用量の 削減は目標を達成できなかった。 コロナ禍での仕事量の減による事務所使用量の密度が
多くなったことによる事が原因と思われる。来年度は仕事量増を掲げ、環境目標達成につなげて
いく。環境目標は 変更しない
 ②従来、廃棄物排出量を把握していなかったが、分別の徹底と定量把握ができたことから来年
度の目標設定が可能となった。未達原因をしっかりと究明し来年度の目標達成につなげていく。
③水使用量の削減は、現場での水使用がなかったため、引き続き掲げた対応策の実施に一人ひ
とり が自覚を持った上で来年度の目標達成を期す。環境目標は変更しない。
 ④環境配慮施工を継続的に運用し、当社の新たなビジネスにつなげていきたい。目標は 継続す
る。 ⑤システム構築に際し、該当法規等の調査検討に注力したせいか適用事項が明確になり、取
り 組むべき対象が具体的に把握できるようになった。とりわけ緊急事態につながる可能性の高 い
危険物管理（消防法）、に万全を期すこととする。そして今後とも新たな法規制情報の収集に努め
る。

家電リサイクル法 家電廃棄時の規制

川崎市公害防止等生活環境の保全に関する条例 事業所における公害の防止に関する規制

適用環境関連法規等 適用される事項（施設、物質、事業活動等）

廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物（金属クズ、廃プラ、廃油等）

建設リサイクル法 対象建設工事受注者、特定建設資材廃棄物の再資源化
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